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要 旨 

 

目的：疫学研究の結果は、アルコールが胃がん(GC)のリスクを高めることを示しているが、ほとん

どの研究は大量のアルコール摂取に焦点を当てており、他の要因は十分に研究されていない。飲酒

行動に関連する GC リスクの解明のため、アルコール摂取の頻度と量の GC リスクへの影響に関す

る包括的な調査を実施した。 

方法：Health Examinees-Gem (HEXA-G)研究は、地域ベースの大規模な前向きコホート研究で、

2004年から 2013年の間に 40歳から 69歳の韓国人成人が登録されている。GC ケースは 2017年

12 月 31 日までの韓国中央がん登録データを通じて特定した。自己申告のアンケートにより、アル

コール摂取状況(期間、頻度、量、アルコール飲料の種類)を調査した。アルコール摂取の頻度と量を

組み合わせて、「まれに軽く」、「頻繁に軽く」、「まれに多め」、「頻繁に多め」の 4つの飲酒パターン

に従って GC リスクを調べた。Cox 比例ハザードモデルを使用して、調整済みハザード比(HR)と

95%信頼区間(CI)を推定し、アルコール摂取量と GC発生率の関係を調査した。 

結果：合計 128,218人の対象者が分析に含まれた。平均 8.6年の追跡調査期間中に、男性 462人、

女性 385 人が GC と診断された。男性では、現在飲酒者は、現在非飲酒者よりも GC のリスクが

31％高いことが示された（HR 1.31、95％CI 1.03-1.66）が、女性では有意な関連性は示されなかっ

た。男性では、GC リスクはより高い飲酒頻度 (傾向検定: P=0.02)およびグラム単位のエタノール

摂取量 (傾向検定: P=0.03)と関連していた。男性では、「頻繁に軽い」（≥5回/週、<エタノール 40g/

日）飲酒パターンは、「まれに軽い」(<5 回/週、<エタノール 40g/日)よりも GC のリスクが 46%高

かった（HR 1.46、95%CI 1.02-2.07）。 

結論: アルコールの頻繁な摂取は、1回の飲酒あたりの量が少なくても、GC リスクを増加させる可

能性を示唆した。アルコールと GCの関係を詳細に評価するには、さらなる研究が必要である。 

   


